
3－1.登山利用に関する調査



1｡入り込み調査

a.昭和62年の推定登山者数

　昭和６２年における登山者数は白山観光協会「室堂」、白峰村「南竜」それぞれの

資料に対し、調査結果をもととした推定日帰り者数を加算して求めた。



ア月別・曜日別登山者数の推移

　　昭和42-61年および昭和62年における月別登山者の推移及び曜日別に関す

　る昭和52年以降の推移は、下表に示すとおりであった。

2｡アンケート調査

　　白山登山アンケート5000部を作成し、自己記入方式で行った。回収は室堂

　南竜での宿泊申し込み時、山麓施没や山小屋にあっては回収箱により、また

　登山者名簿により抽出した人々に対する郵送などで行い、回答結果は表に示

　すとおりである。



a.登山者の形態調査

　　昭和62年における宿泊者と日帰り者とについて昭和50年の資料と対比

　したものを以下に示す。

　　まず、登山者の性別については下表のような結果をえている。

　　登山者の、各種構成別分布状態は下の諸表およびグラフにまとめたとお

りであった。また、登山者の住所別分布に関する昭和55.62年の調査結果を

下の図に示す。





b｡登山者の動向調査

　登山口までの利用交通機関、登山利用コース、日程および宿泊場所につい

てその動向を調査した結果は次のとおりであった。













　i.登山者の住所と交通規制の実施

　登山のピーク時にとられている交通規制について、それを登山者がどのように

受けとめているかについて登山者の住所別にまとめたものが下表である。

この表の項目で（必要＋ﾔﾑｦｴﾅｲ＝必要）（ﾔﾒﾃﾎｼｲ＋ﾄﾞﾁﾗﾄﾓ＝反対）として

その状態をグラフに示したものが下図であり、おおむね交通規制に対する

理解度は高いと判断される。



3－2.山麓利用に関する調査



　　山麓利用に関する調査について

　計画調査フローに見られるとおり、公園利用調査のうち昭和62年に実施した

「登山利用調査」に引き続いて、昭和63年には「山麓利用調査」を行った。

　白山の山麓には、その場所自体が諸々の自然環境に恵まれ、健康的な利用の

対象となり得る数多くの場所があるが、この付近に集まる人々の「思い」の中

には、どうしても「白山」という主体が色濃く位置付けされていると考えられ

る。

　従って、「山麓利用」についての昭和63年の調査結果も、昭和62年のものと

内容的には力なり重複した部分が多くならざるを得なかった。以下に順を追っ

て調査結果をまとめることとする。

　　「山麓利用」のアンケート調査については、昭和63年7月末から10月まで、

市ノ瀬野営場及び山麓の旅館において自己記入により実施した。また、登山者

に関する資料は白山観光協会のものを参考としている。

　アンケート回答者の住所別順位と室堂や南竜の宿泊施設利用者のそれとの間

に見られる相違はこのことに起因しているものと思われる。

3－2.昭和63年「公園利用調査」・・・山麓利用

1.入り込み調査

　a. 昭和63年の山麓施設利用者数

　　昭和63年における山麓施設の利用者数は下の表に示すとおりであった。



b｡山麓施設利用者数の経年推移

2｡アンケート調査

　「山麓利用」の状況を把握する目的でアンケート調査を実施したが、アン

ケート用紙は主として自己記入により、市ノ瀬キャンプ場および市ノ瀬の山

麓の宿において配布、345枚を回収した。なお、期間は7月末から10月初旬で

あり、この間の入り込み人数（８，９月)3541人に対して約10％の回答率であ

った。

　また、用紙の配布方法からして、日帰りの利用者はほとんど含まれておら

ず、主として地元以外の人々の感想や意見を強く反映している。

a.山麓利用者の形態調査

　ｱ､職業別分布

　　　回答者の職業別分布は下表、下図に示すとおりサラリーマンが多い．



ウ回答者の住所別分布

　　昭和63年におけるアンケート調査結果では下表、下図に示すような値と

　なり、近畿地区が北陸を上回って第一位となっているが、本章の最初にも

　断ったとおり、アンケート用紙の配布方法ないしはその場所によって生じ

　た現象である。



b.山麓利用者の動向調査

　ｱ､市ノ瀬までの利用交通機関

　下表に見られるとおり「家族－マイカー」の組み合わせが圧倒的に多く、

モータリゼーションの進んだ姿をはっきりと示している。



ｳ、利用のための計画日程

　　　アンケートによる利用日程は、下表および下図に示すとおりであった。

　エ、山麓施設の利用目的

　山麓施設の利用目的　についての回答は

表および図に示すとおりであった。



　山麓の宿を利用した人の年齢構成

　下の表は昭和63年に山麓の宿を利用した人々の年齢構成を示したものである。

表中「率2」とあるのは、「不明」とした人数が多かったので、これを除いて

求めた構成率である。

オ、施設の利用状況と利用予定

　　「すでに利用した」「今回利用予定」「今後利用希望」の区分別

　　に施設と景勝地に分けて整理したものが次表である。



3｡調査内容の相関



C.道路延伸計画に対する回答者の反応

　ｱ、車道延伸計画の内容

　県道路建設課による「村おこし道路事業」としての延伸計画は、大要次のよう

なものである。

　　1.目的と方針

　　　　白山国立公園登山者の利便向上、利用者の増大、白山麓地域活性化のた

　　　め、別当出合（主要地方道　白山公園線の起点）より、建設省砂防工事用

　　　資材運搬路（l＝4.2Km)を利用し、中飯場までの間を乗合バス運行を前提と

　　　した道路として整備する。

　　2.前提条件

　　　　（ｲ）別当出合　－中飯場間はマイカーの運行を禁止し、乗り合いバス

　　　　　　（小型）の運行とする｡

　　　　(ロ) ピ　ク期間（7-8)は、市ノ瀬―別当出合　間についても、マイカー

　　　　　の規制を考慮する。

　　　　(ハ)自然保護の観点から、道路整備は現資材運搬路に交通安全確保のた

　　　　　め必要な最低限の整備（防災・交通安全施設・舗装など）とする。



2.車道延伸に対するアンケート内容の分類

　　道路延伸計画に対して、単なる賛否の他になんらかの意見表示があった回答

　の内容を整理すると、以下に示すとおりである。

―意見区分―

a:便利さを重視。

b:自然保護のため・マイカーの阻止。

c:より多くの人の利用。

d:その他。

　なお、道路計

2 (ｲ）分類の集計

　車道延伸計画に対する意見表示の分類結果は下表・下図に示すとおりであ

　った。



2(ロ)分類別の集計

　　計画に対して「賛成」「現状維持」「反対」「どちらともいえない」の区分

　ごとに表示したものは先に示した表のとおりであるが、これを各分類別に集計

　したものが下の表である。

　　すなわち、（ｂ）の自然保護・マイカー阻止という考え方の人が５５％と過半数

　を占め、（ａ）の便利さを第一義とする人がこれに次いで28%となっている。

（ｄ）の自然保護に対して全く関心を示さない人は、14%

にとどまっている。

2（ハ）回答者の住所別分類内容の検討

　　　　回答者の住所別・分類別の集計を行った結果、下の表のとおりであっ

　　　た。

回答数の絶対値が少ないので新言することは出来ないが、比較的に回答数の多い

近畿・関東地区において「便利さ」を追う人にくらべ、「自然保護」を考える

人が目立って多かったことは注目に値する。
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